
令 和 ４ 年
２月４日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

救
急
病
院
の
認
定
（
医
療
政
策
課
）
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道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）
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道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
が
発
注
す
る
業
務
の
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要

な
資
格
及
び
調
達
す
る
特
定
役
務
の
種
類
等
（
会
計
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

基
本
測
量
の
実
施
（
監
理
課
）
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
共
測
量
の
実
施
（
監
理
課
）
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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○
選
管
告
示

直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
数

三
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
十
八
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

名

称

所

在

地

認
定
が
効
力
を
有
す
る
期
限

医
療
法
人
長
府
病
院

下
関
市
長
府
中
之
町
二
番
四
号

令
和
七
、

二
、

三

山
口
県
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
二
月
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

山
口
防
府
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

山
口
市
大
内
氷
上
一
丁
目
一
四
八
八
の
一

地
先

旧

最
狭

一
九
・
七

最
広

一
九
・
九

三
〇
・
三

新

最
狭

二
〇
・
三

最
広

二
〇
・
五

三
〇
・
三
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

山
口
秋
穂
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

山
口
市
鋳
銭
司
字
木
船
山
一
二
一
六
三
の

一
地
先
か
ら

同
市
鋳
銭
司
字
畑
奥
一
二
一
七
五
の
一
地

先
ま
で

旧

最
狭

一
二
・
七

最
広

二
一
・
〇

一
七
五
・
八

新

最
狭

一
二
・
七

最
広

二
四
・
〇

一
七
五
・
八
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

豊
田
前
東
厚
保
線

道
路
の
区
域

一
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区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
畑
ノ
沖
一
七
二

四
の
一
地
先
か
ら

同
市
東
厚
保
町
川
東

同
字
一
七
二
七
の

二
地
先
ま
で

旧

最
狭

五
・
〇

最
広

七
・
四

一
一
七
・
四

新

最
狭

六
・
四

最
広

一
〇
・
八

一
一
七
・
四

山
口
県
告
示
第
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
二
月
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

山
口
防
府
線

山
口
市
大
内
氷
上
一
丁
目
一
四
八
八
の
一
地
先

令
和
四
年
二
月
五
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

山
口
秋
穂
線

山
口
市
鋳
銭
司
字
木
船
山
一
二
一
六
三
の
一
地
先
か
ら

同
市
鋳
銭
司
字
畑
奥
一
二
一
七
五
の
一
地
先
ま
で

令
和
四
年
二
月
五
日

山
口
県
告
示
第
二
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
七

条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
に
お
い
て
県
が
発

注
す
る
業
務
（
県
庁
舎
等
の
清
掃
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
委
託
契
約
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下
「
競
争
入
札
」
と

い
う
。
）
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
以
下
「
競
争
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
及
び
調
達
す

る
特
定
役
務
の
種
類
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

競
争
入
札
参
加
資
格

競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
（
政
令
第
百
六
十
七
条

の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
者
以
外
の
者
で
業
務
の
委
託
の
特
Ａ
の
等
級
に
格
付
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と

す
る
。

二

調
達
す
る
特
定
役
務
の
種
類

調
達
す
る
特
定
役
務
の
種
類
は
、
山
口
県
総
合
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
防
災
情
報

再
整
備
）
業
務
、
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
精
密
機
器
等
の
運
送
業
務
、
漁
業
取
締
船
せ

き
し
ょ
う
の
中
間
検
査
業
務
、
周
南
流
域
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
脱
水
汚
泥
の
運
搬
及
び
処
分
業

務
、
物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
再
構
築
業
務
、
県
立
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
用
機
器
及
び
県
立
学
校

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
端
末
機
器
に
係
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
更
新
業
務
並
び
に
警
察
用
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
整
備
及
び
耐
空
証
明
検
査
業
務
と
す
る
。

三

そ
の
他

㈠

競
争
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
県
が
発
注
す
る
物
品

等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業
務
の
委
託
の
契
約
に
係

る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格
審
査
申
請
の

時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
元
年
山
口
県
告
示
第
六
十
二
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
告
示
に
基
づ
き
格
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
の
審

査
の
申
請
を
行
う
必
要
は
な
い
。

㈡

有
効
期
間
満
了
後
の
期
間
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
希
望
す
る
者
は
、
令
和
四
年

六
月
中
に
同
年
十
月
一
日
以
降
の
資
格
に
つ
い
て
の
審
査
の
公
示
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る

の
で
当
該
公
示
に
基
づ
き
申
請
の
手
続
を
と
る
こ
と
。

㈢

競
争
入
札
参
加
資
格
に
関
す
る
文
書
は
、
山
口
県
会
計
管
理
局
物
品
管
理
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
九
六
〇
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://w
w
w
.pref.yam
aguchi.lg.jp/cm
s/

a25200/shinsei/shinsei_r1.htm
l）
に
お
い
て
公
開
す
る
ほ
か
、
山
口
県
総
務
部
管
財
課
、
山

口
県
会
計
管
理
局
会
計
課
、
山
口
県
会
計
管
理
局
物
品
管
理
課
、
岩
国
県
民
局
、
柳
井
県
民
局
、

周
南
県
民
局
、
山
口
県
民
局
、
宇
部
県
民
局
、
下
関
県
民
局
、
萩
県
民
局
、
山
口
県
美
祢
農
林
水

産
事
務
所
、
防
府
土
木
建
築
事
務
所
及
び
長
門
土
木
建
築
事
務
所
に
お
い
て
配
布
す
る
。

二
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公

告

（
五
）
基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
時
空
間
変
位
確
定
測
量
）

二

作
業
の
地
域

山
口
県
全
域

三

作
業
の
期
間

令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
六
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
山
口
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り

公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
）

二

作
業
の
地
域

下
関
市

三

作
業
の
期
間

令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
二
月
四
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数

県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
二
、
八
〇
一

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
四
二
、
五
〇
五

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

七
二
、
一
一
四

宇
部
市
選
挙
区

四
五
、
六
五
一

山
口
市
選
挙
区

五
二
、
九
七
九

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
四
、
〇
八
二

防
府
市
選
挙
区

三
一
、
九
三
三

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
七
四
八

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

三
八
、
六
二
八

光
市
選
挙
区

一
四
、
二
三
一

長
門
市
選
挙
区

九
、
四
四
三

柳
井
市
選
挙
区

八
、
八
四
一

美
祢
市
選
挙
区

六
、
七
五
〇

周
南
市
選
挙
区

三
九
、
六
〇
二

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
七
、
一
六
四

周
防
大
島
町
選
挙
区

四
、
四
九
八

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

八
、
三
五
四

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
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副
知
事
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
若
し
く
は
監
査

委
員
又
は
公
安
委
員
会

の
委
員
の
解
職
の
請
求
地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

二
四
二
、
五
〇
五

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
又
は
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項

令
和
四
年
二
月
四
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
四
年
二
月
四
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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